マニラ　ブレティン新聞
日本人慈善家からの大きな“ありがとう”

マニラ、フィリピンにて。
私には４３年前にお会いしたフィリピンの方に対して大きな感謝の気持ちを返していないという思いの大きな借りがあるのです、だからこそ、フィリピンの方々にたくさんの

恩返しをしたいのですと、清水勝利氏は述べました。

この７３歳の日本人は、フィリピン国軍の協力のもと、この国の僻地に３０棟の学校の
建設を約束しております。
“私はフィリピンの方々に恩返しをしたいのです。というのは私は日本の非常に貧しい家庭に育ったからです。”　清水氏はマニラの彼の事務所でのインタビューでこう切り出しました。

“私の人生はフィリピンの友人に会った時から変わったのです。彼は私を支え、助けてくれました。”

清水氏は詳しいことは言いたがりませんでした。特に友人の名前を明らかにすることや、どうやって知り合ったか、などを明らかにすることを拒みました。

彼の人生において、まだ、この友情をたいせつにしておきたいようです。
“私は１９６８年にフィリピン人の友人と会い、それ以来忘れられたことはありません。”と、彼はたどたどしい英語で言いました。

彼と初めて会った日から程なくして、清水氏は清水商会を日本で設立しました。
事業は中古の船舶及び船舶の部品の輸出、販売です。

２０１０年までに、およそ１０００隻の船舶をフィリピンに輸出しました。

清水氏の本拠は日本です。ただ、１９６９年以来５００回以上フィリピンを訪問し、遂にはこの国を第二の故郷と呼ぶようになりました。
そして彼の長男は、まさにフィリピンの女性と結婚したのでした。

事業に成功を収めた彼は、この成功を是非、フィリピンの人々と分かち合いたいと思っています。

彼は、アールケイ清水（長崎）財団を彼の慈善事業の手段として設立いたしました。

彼は、”教育こそが国の発展を担う唯一の鍵となる。“と信じ、そこで学校建設に重点を

置いたのです。

最近、バタンガス州のタリサイ市のベナンシオ　トリ二ダッド　記念小学校において、

６学級の校舎の移譲式が行われました。これは清水財団とＡＦＰ（国軍）及び教育省の
共同事業の一環で作られたものです。

日本側が資金を調達し、南ルソン司令部（ＳＯＬＣＯＭ）所属の第５１エンジニア部隊

及び軍隊が建設を請け負いました。
この式典には、日本大使、ト部敏直氏、長崎県知事、中村法道氏の代理人、清水氏家族、
教育省長官、アルミン　ルイストロ氏、ＡＦＰ－国家建設援助部隊（ＮＡＤＥＳＣＯＭ）
司令官カルロス　ホルガンサ氏、等等が参列されました。

新しい校舎の建設のほかに、ベナンシオ　トリ二ダッド記念小学校の５００人以上の生徒達には、新しい制服、靴、ランドセル、その他の学用品が日本の長崎県の人々からの寄付により、集められ寄贈されました。
また、学校本体には、同じように長崎県からの寄付により、３２インチのＬＣＤ　ＴＶ，机、椅子、棚、本などが贈られました。
清水氏曰く、これは今年彼の財団で請け負った３棟目の学校であり、１棟目はＡＦＰ（国軍）が建設を担当した、とのことです。

”私は、４２年前に事業を始めました。日本からフィリピンに中古の船舶の輸出、販売をスタートさせ、１０００隻以上の船舶を輸出することが出来ました。もう既に私は７３歳です。私が引退する前に、フィリピンの方々に恩返しがしたいのです。“こう清水氏は本紙記者に言いました。

清水氏は他方、バギオ市に彼らの新しい事業である、環境リサイクルシステム（ＥＲＳ）、

すなわち、固形のゴミを肥料に変えるという画期的な機械を既に取り付けています。
清水氏は、この１０年間、従業員の子供達に奨学金をあたえたり、ＮＧＯ事業をやって
きました。今、彼はこの国単位の奨学制度を大きく広げようと考えています。

去年の１２月、一人の友人がルイストロ氏を彼に紹介し、その際、この国では、１５万室の学級が不足していることを聞いたのです。“そこで、私は奨学金を与えるより、むしろ

学級を作った方がいいのではないかと決心しました。“と清水氏は話しました。

ルイストロ氏を訪問した際、清水氏は、国軍の司令官が彼より先にルイストロ氏の部屋に入ったため、呼び戻されました。彼が、秘書の部屋に入って待っていると、教育省長官が入ってきて、今まさに国軍の司令官と話をして、彼らの協力をとりつけ、料金関係などの

資料を手配してくれることになったとのことでした。
それから日を経ずに、彼はホルガンサ氏を紹介されました。彼は清水氏を国軍の本部に

招待し、そこで、国軍国家建設援助部隊の活動を説明しました。

”私はびっくりしました。ホルガンサ将軍は、以前は敵は殺すものだと、しかし現在は
まず、敵を作らない、まず友人を作ることだと。軍は人々のために、社会のために、僻地のために働かなければならない。そしてその一部が学校建設なのですと言ったのです。
私はほんとうにびっくりしました。“そう、清水氏は言いました。
タリサイ市に国軍による学校建設が決まったとき、清水氏曰く、私はもっとびっくり

させられました。なぜなら、彼らは私たちの支払いを拒否したのですから、と。

“彼らは我々に一銭も要求しませんでした。一銭もですよ。”彼らはただ必要な資材を手配してくれと言っただけです。それに従って我々は供給しただけです。一銭も払ってません。
お金が絡まないので、我々をだましようがないし、また悪いことをしようがないのです。“

そう、清水氏は言いました。

“私はほんとうに良い気分でした。日曜日にホルガンサ司令官に会ったときに、彼は勿論軍に対する悪い情報があると話してくれました。しかし私にはそれは関係なく、ただ、

ホルガンサ司令官にお会いして、私の軍に対するイメージは変わったのです。“こう清水氏は話しました。

“私は、学校建設が友情を育てるのには大いに有効な手段であると信じています。というのは多くの人々の利益になるからです。この方法で、私はこのふたつの国の友好の発展に

寄与することをお約束いたします。“そう清水氏は言いました。

彼の財団は清水氏が会長を退職した後も、続きます。というのは彼の息子がこれを引き継ぐからです。

清水氏は言います。生徒達に世界で一番美しい言葉を学んでほしいと。それは、日本語では　“ありがとう”であり、タガログ語では　“サラマッポ”であり、英語では、

“サンキュー”です。

“これらの言葉を発することは、お互いに尊敬の念を伝えあうものであると思います。

それだからこそ、私の願いは、お互いがそれぞれ　ありがとう　サラマッポ　と言い続けることです。“　と清水氏は言いました。
（エレナ　エル　アベン：　記者）

